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 私がこの論文 3 を書いてから丁度 10 年が過ぎました。一般の読者向

けに人類学的なアプローチから異文化理解について私が日本に住みな

がら考えたことを紹介したものでした。自分の研究内容を取り上げな

がら、日本の学校で現れている大切な課題を、だれにとってもわかり

やすく説明することに努力を重ねながら書いたことを今でも覚えてい

ます。 

 私はその後帰国し、こちらで教師として勤めながらも日本の学校教

育をブラジルから関心を持って見つめ続けてきました。それは、私が

日本をルーツに持つ者だからという理由だけではありません。私のよ

うな教育者は、日本の学校、ブラジルの学校、どちらとも同じように、

これからの世界を担う若者たちを育てる場所として期待を抱くからで

す。だからでしょうか、２００８年、日伯交流年及びブラジルにおけ

る日本人移住百周年記念を迎えるにあたって、日本の教育に携わって

いる方々に伝えたいことが私の中で込み上げてきます。10 年前に書い
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た論文を再びこの機会を使って発表しようと思ったのは、その内容が

今でも日本の学校教育に向けて私が続けて語りたいメッセージだから

です。 

                   ＊ 

 私は外国から来日した子どもたちが日本の小・中学校で学習する時、

教育現場の指導者たちが彼等にどのように対応しているかを見つめよ

うと思いました。特に私と母国を同じくするブラジルからの日系の子

どもたちに密着して、自らも日本生活をすることにより研究を進めて

きました。このことをフィールドワークと人類学では呼びます。今回

は私が日本の様々な学校を見学することで気が付いた「文化」又は

「日本文化」に対する指導者たちの考えを二つの例を上げながら紹介

したいと思います。 

 １９９６年の６月に、私はある小学校でペルーとブラジルからの子

どもたちに日本語を指導する特別授業に参加しました。授業のテーマ

は「日本文化の紹介 ～流しそうめん～」で、その内容は家庭科の授業

のように児童達自身がそうめんを調理し、食べる、といったもので、

目的は外国の子どもたちに日本の文化を経験してもらうことでした。ò

ざるò、そうめんを流すために使うò竹ò、òはしò､"たれò等について先生

が前もって絵を黒板に書いており、ひらがなで読みやすく説明がして

いました。いろいろな年齢の子どもが助け合いながら、先生の日本語

での指示にしたがって材料を切ったり、洗ったり、集めたりして、子

どもたちは楽しそうにそうめんを用意しました。授業の終わりには私

も子どもと一緒に流れてくるそうめんを竹で作られた器に入れ、食べ

ました。私たちがそうめんを味わっているとき、周りに日本の子ども

たちが興味を示しながらよってきました。先生たちはその子どもたち

にそうめんを分けてあげました。そのとき私はおもしろい場面を目の

前にしました。ある先生がその子たちに（日本で生まれて育った子ど

もたちに）「君たちにとっても"流しそうめん"は珍しいだろう。」｢竹を

通って流れてくるそうめんをお箸で取って食べることなどしたことあ

るかい。｣と話しかけたのです。 

 一カ月に一度行われるこの特別授業はいつも外国の子どもが主体で

あり、日本の子どもの参加はありません。日本文化の紹介として何

故 ò流しそうめんòを選択しそれを強調してたのか。日本の子ども達

にとっても珍しいものを何故日本を代表するものとして外国の子ども

に教えてたのか。私はユニークな選択だと思いました。私はこの授業

を通して「文化」、「日本文化」に対するひとつの考えを知ることがで

きました。そこには「郷に入っては郷に従え」という思いからではな
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く日本文化は外国から来た者たちに教える意義があるもので、日本を

是非知ってもらいたいとの考えから文化として伝統的なものが重視さ

れていることです。しかしこのように伝統的な文化は日本で生まれて

育った子どもにはわざわざ教える必要がないものと見なされていまし

た。もうひとつ関心深いこととは、文化の伝達方法に関しての考えで

す。文化は教育者が教えるものであって、外国の子どもが日本の子ど

もたちから習得するものに対してはあまり重視されない。これらには

教師たちの「自文化」に対しての見方が現われていると言えるでしょ

う。  

 １９９７年の１０月に私はもうひとつの小学校の日本語指導学級の

特別授業に参加しました。この授業では、ブラジルとマレーシアから

来た外国の子どもたち１１人とこの授業に参加したいという日本の子

どもも３０人ほどいました。みんなでブラジル語とマレーシア語を使

った劇をすることが授業の目的でした。私はブラジルからの子どもの

母国語のチェックと先生の指導の通訳を任されていました。来日直後

の子どもは先生の話す特に細かい内容は理解できないし、日本に長く

いる子どもは反対に母国語を忘れていく傾向があるのです。劇はどの

国でも知られている「アリババと４０人の盗賊」で、主役は外国の子

どもたちに任され、日本の子どもたちは脇役や芝居と一緒に流れる音

や歌の伴奏を担当しました。発表の日まで子どもたちは体育館に集ま

って練習を重ねました。年齢の下の子どもは上の子に助けられ、外国

の子どもも日本の子どもも一緒に騒いだり、日本語のテーマソングを

聞いてもらったりしていました。ここでは、はっきりと文化の学習の

授業とは言われていなかったのですが、「そうめん」の授業と同じよう

に外国の子どもは日本文化の習得していると私は感じました。  

 これはブラジルの子どもたちの指導にあたっているときに私が気付

いたことです。日本語しかわからない観客にポルトガル語の台詞を使

うとき、なんとかして振り付けで言葉を補わなければいけません。そ

の時、ブラジル人にしか理解できない喜びや怒りの動作や気持ちを表

現するしぐさをしても、見ている日本人にとっては何が何だかわかり

ません。例えば「よし、これで大丈夫。」と両手の親指を見せてニヤっ

と笑ったとしても、表現としては日本では通用しにくいものでしょう。

子どもは自分の台詞の意味をきちんと理解して、その台詞のイントネ

ーションをできるだけブラジルでも日本でもわかりやすいものに工夫

して変えていきます。先生や日本の子どもに演技を見てもらい感想を

聞いてブラジルの子どもは一生懸命になって演技を磨いていきました。

それは知らないうちに表現方法を通していつもよりも集中して日本の
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文化に触れる機会になったと思います。同時に日本の子どもも異文化

に触れる機会だったと思います。 

 この授業の設定からまた「文化」、「日本文化」の考えが見えてきま

す。教師が伝統的な「文化」を一方的に教えるのではなく、異文化同

士の接触の中で習得していく方法で、文化を伝えることができるとの

考えがここにあります。だから、この授業は日本で生まれて育った子

どもが初めから授業に参加するものとされていました。また、彼らの

参加が授業に組み込まれていることから、指導者は日本の子どもたち

にとっても異文化の経験は必要とし、重視していることがわかります。

これらは教師たちのまた違う「自文化」に対しての見方が現われてい

ると言えるでしょう。 このように「文化」の捉え方は様々であること

がわかります。 

 今、日本の学校に異文化の子どもたちが通うことにより、教育現場

の人が子どもたちに教える新たなことが加えられることになりました。

このようにして学校の中で「日本文化」について考える機会が増えて

きています。これらの授業を通して教師や生徒たちは日本文化を誰か

に伝えようとするとき何が文化であり、またどのようにそれを伝えて

いくかという課題を持つようになってきました。日本文化を考えるこ

とは自らをもう一度知ることにつながるのではないでしょうか。その

プロセスから、新たな自文化を発見し、認識することになり、これこ

そが異文化の人を理解する大事な要因であると私は考えています。な

ぜなら、私たちは自分を認識する方法で他人を認識するからです。  

 

更に詳しく知りたい人に 

田村かすみ、長野勤子、友近辰貴 「みんなで劇を創ろうよ～日本穂
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33 号、2000 年． 

チエ・ヒロセ「教育人類学からみた異文化適応-在日ブラジル人児童の

学校体験の民族的分析-」広島大学大学院社会科学研究科国際社会論専
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チエ・ヒロセ「明るくて楽しい学校－ブラジル」in 『世界の学校－比

較教育文化論の視点にたって』 二宮皓編、福村出版 1995 年,  P P. 
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aprendendo- uma busca al®m do ler, escrever e fazer contasò in Filosofia e 
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_______________________ 

1. ñOs novos temas trazidos pelas crian­as estrageiras ï um olhar sobre a educação escolar do 

Japãoïò considerando o Centen§rio da Imigra­«o Japonesa no Brasil, a autora retoma o assunto 

abordado no artigo ñGaikokukarano kodomotati ga kureru aratana kadaiò escrito para 

International Communications Foundation Bulletin, april 1998, nº16, pag.10-12, Tokyo. 

 

2. É mestre em Antropologia pela Universidade Federal de Hiroshima. De 1993 a 1999, foi 

conselheira voluntária na assistência aos latinos-americanos em Hiroshima. Atua desde 1993 

na formação de  professores japoneses que têm sob sua responsabilidade crianças brasileiras, 

através de palestras e workshops e dando consultoria às prefeituras do Japão. Fundadora do 

grupo Apresentando Paulo Freire para o Japão (Brasil-Japão) É um grupo que tem divulgado os 

pensamentos de Paulo Freire entre educadores e estudantes japoneses através de palestas, 

workshops em centros comunitários e faculdades em língua japonesa. Atualmente reside na 

cidade de São Paulo atuando como professora de Ensino Fundamental na escola da rede 

municipal de São Paulo. 

 

著者が 1998 年に広島大学大学院の博士課程にいる時に書いた小論文で

す。ブラジルで教育大学を卒業し、来日した 1993 年から母国を同じく

するブラジル人児童生徒とその教師たちと接する機会を通じて、その

経験から日本の学校現場が今まさに変化の時を迎え、複数の出身国、

年齢、宗教、文化的背景を持つ生徒との"教育的な関わり方"を模索して

いる現状を知った。15 年経った現在でも、著者は在日外国人児童生徒

に対しての異文化理解や学校の対応を研究している。また、パウロ・

フレイレを日本に紹介する会の創立者である。 

 

3. チエ・ヒロセ「外国からの子どもたちがくれる新たな課題」in 『財

団法人国際コミュニケーション基金機関誌』No.16, 1998 年 4 月 PP.10-

12.  


